
食育や食品ロス削減のほか、脱プラスチックなど環境問題も意識した食べられるスプーンを開発。規格外野菜など廃棄になりそうな野菜を
丸ごと使うことで食品ロス削減のほか、食べられるスプーンを活用することでプラスチックごみの削減の実現。

食品ロス削減や脱プラスチックなど解決する食べられるスプーンの開発
（株式会社勤労食）

 管理栄養士たちの食育への想いから生まれた
スプーンの特徴

勤労食HP：https://pacoon.kinrosyoku.co.jp/

• 規格外の野菜を利用することで、食品ロス削減
• 本来食べられる部分（皮や種など）も余すことなく活用
• 粉末にした野菜で作ったスプーンで、野菜の栄養をそのまま
• プラスチックスプーンの代用で、プラスチックごみの削減
• 食べられるスプーンなので、ごみそのものを削減

消費者からは、「最近はおしゃれでアップサイクルな商品が増えてきてい
るので楽しいです！」と声もあがっている。

 楽しく食べる工夫のSNS

 賞味期限の延長の取組の実施

 期限が近づき販売できない商品の自社食堂
メニューへの活用

 沖縄の大学生とコラボし、食品ロス削減につながる
スプーンの開発も

• 沖縄の豆腐屋で、食品ロスとなっている「おから」を活用した
スプーンを開発することで、廃棄コストの削減も可能に。
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